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カンムリゴケとニセツリガネゴケ：

山口県見島の水田にもあった

南! 敦

山口県萩市見島は萩市の市街地の北側沖合にある弧島!

(有人島）である。萩港より船でちょうど2 時間かかる。!

国土地理院発行5 万 分 の 1 地 形 図 で は 〔見島〕である。!

1983年 （昭和58年）11月22〜23日、山口女子大学名誉教!

授塩見隆行先生と見島の植物を調査するために島に渡っ!

た0 見島の最北端の〔長尾の鼻〕近くの水田を歩いてい!

る時に、塩見先生が水を除いた水田で一面に生えた多数!

の小さなコケを見つけられた。水田の中のコケは珍しい!

ので全く専門外の筆者も感心してくわしく見たり標本も!

採集したわけである0 後に塩見先生から、あれはカン厶!

リゴケ! (eneruzn(B . S. G ) C rosby と

ニセツリガネゴケPhyscorrtitrella  c a lifo m ic a  C rum  

et A ndersonであるとお教えいただいた。 見島は山口!

県では最も暖かいところでルリハコべ、 ミヤコジマッヅ!

ラフジ、 フウトウカズラなどを産する所である0 水草研!

究会会報23号 （ 1986年 3 月）で下田路子先生が「干上がっ!

た池の岸や底に生える小さな蘚類：カゲロウゴケとカン!

ムリゴケ」を報告しておられるのを大変興味をもって読!

ませていただいたので、筆者も山口県のものを報告させ!

ていただいたわけである。

末筆ながら色々ご教示を頂戴した塩見隆行先生に厚く!

御礼申し上げる。

山口県にフサジュンサイの第二の産地

南! 敦

山 口 県 の フ サ ジ ュ ン サ イ （ハ ゴ ロ モ モ ） C abom ba  

caro lin iana  A. G r a y は岡国夫ほか編(1 9 7 2 )『山口県植!

物誌』によれば、山口市亀山(池)〔三 宅 貞 敏 1969.8 .28 

山口県立山口博物館標本所蔵〕の記録があるのみである。

1985年 （昭和60年） 9 月20日、山口女子大学名誉教授!

塩見隆行先生と山口県立宇部西高校教諭末広雄次先生の!

御二人によって宇部市西岐波区上の原〔5 万 分 の 1 地形!

図 ：宇部東部左上〕の池で発見された。 その後、山口県!

立宇部高校山田孝先生によって詳細に調査された。 同!

先生によれば次のようである。池の大きさは約500ゴ、!

水田灌概用の池で水深5 m 位、 ジュンサィと混生してい!

る0 堤防にはチガヤ、ススキが密生し、ヌルデが混入し

ている0 水面にマガモが数羽やってきている。二方はア!

カマツ・コナラの若木の林、堤防の下は水田、一方はミ!

カン畑、近くの大きな池にはタヌキモがある。 フサジュ!

ンサイは約10nfに密生し生育もよい。夏は水面全体に拡!

がっていたが冬をこして水面近くのものは少なくなって!

いる0

筆者は1986年 （昭和61年 ） 3 月20日、山田先生より!

3 月18□採集の生標本を5 本お送りいただき調べてみ!

た。茎はどれもほぼ20cmで切られていたが、葉は全域に!

着生。 茎の横断面はだ円形、 長 径 2 .0 〜 2.5111m、 短径!

1.5〜2 .0mm。葉は対生。茎の先端を除き節間は約3 cm。!

葉の長さは3 .5〜3 .7cm。葉 柄 は 1 . 1〜 1.3cm。 葉身は!

扇形で、半径2 .3 〜2 .5cm、掌 状 に 分 裂 。 裂 片 の 幅 は !

0.6〜0.8mm。裂片の先端は鈍頭。注目すべきは大滝末!

男 著 『日本水生植物図鑑J に よ れ ば 「種子または殖芽で!

越冬」 と記してあるが、 この生標本では全くそのような!

傾向はなく、春〜秋の生長状態のままで越冬していたよ!

うである。採集地が暖かかったのであろうか。今後の調!

査研究がまたれる。ただし、茎葉のみを見たところでは!

全く標準的なフサジュンサイ（ハゴロモモ）のようであっ!

た。

末筆ながら生標本と色々ご教示をいただ"/、た山田孝・!

塩見隆行*末広雄次の諸先生に深甚の謝意を表わす。
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イ ヌ イ ト モ の 新 産 地

角 野 康 郎

イヌイトモ  P o ta m o g e to n  obiusZ/oZius は、 ヨーロッ!

パ、 シベリア、中国東北地方、北アメリカなどに分布す!

る狭葉性のヒルムシロ属植物である0 日本では、北海道!

釧路市大楽毛と同厚岸郡厚岸町の2 ヶ所から知られてい!

るにすぎなかった。昨夏、北海道を旅行した際、川上郡!

標茶町標茶で、たまたま通りかかった道路ぞいの沼にイ!

ヌイトモを発見した0 この沼は最深部でも水深50cmもな!

い浅い沼で、オヒルムシロ、 ヒロハノエビモ、エゾヤナ!

ギモに混じって、所々に果実をよくつけたイヌイトモの!

パッチを認めることができた。 日本での第3 の産地とし
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